
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
」の

活
動
事
例
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
政
部
企
画
課
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平
成
二
〇
年
度
の
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
対

象
離
島
を
有
す
る
二
六
都
道
県
の
う
ち
、
一
九
都
道
県
、
八
三
市
町

村
の
協
力
の
も
と
、
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
都
道
県
は
、
平
成
一
九

年
に
比
べ
一
県
の
増
加
、
参
加
市
町
村
は
三
市
町
村
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
参
加
集
落
に
つ
い
て
は
八
三
九
集
落
、
集
落
協
定
数
は
二

三
二
協
定
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
参
加
集
落
は
八
集
落
の
増
加
、
集

落
協
定
は
六
協
定
が
新
た
に
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
本
事
業
の
総
交
付
金
額
は
二
四
億
円
か
ら
二
四
・
一
億
円

に
増
加
し
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
、
五
ヵ
年
事
業
の
四
年
目
で
あ
り

ま
し
た
た
め
、
途
中
か
ら
参
加
す
る
集
落
は
少
な
く
微
増
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

離
島
の
漁
業
集
落
数
か
ら
見
る
と
本
事
業
へ
の
離
島
の
漁
業
集
落

の
参
加
割
合
は
七
割
程
度
と
計
算
で
き
ま
す
が
、
農
業
の
分
野
で
実

施
さ
れ
て
い
る
条
件
不
利
地
域
対
策
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度
」
の
対
象
農
用
地
面
積
か
ら
み
る
参
加
割
合
が
八
割
を
超
え
て

い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
制
度
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
は
ま
だ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
対
策
は
、
漁
場
の
管
理
や

海
と
島
の
日
本
・
Ⅶ

特
集

平
成
一
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事
例
を
前
号
に

引
き
続
き
紹
介
す
る
。
今
回
は
資
源
管
理
、
出
荷
体
制
の
改
善
に
取
り
組
む
四
地
域
の
事
例
を

掲
載
し
た
。
当
事
業
を
実
施
す
る
漁
業
集
落
は
増
え
つ
つ
あ
り
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

事
業
導
入
を
検
討
す
る
際
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
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本
土
漁
業
の
前
進
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
離
島
漁

業
に
つ
い
て
、
離
島
と
い
う
条
件
不
利
な
環
境
の
下
、
衰
退
し
て
い

く
こ
と
を
防
止
し
、
有
し
て
い
る
機
能
を
損
な
わ
せ
な
い
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
目
的
の
達
成
の
た
め
に
は
、

①
広
く
多
く
の
離
島
で
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
が
活

用
さ
れ
る
こ
と

②
事
業
に
参
加
し
て
い
る
離
島
で
、
活
発
に
漁
業
再
生
活
動
を
実

施
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
目
的
達
成
の
た
め
、
未
参
加
の
集
落
や
離
島
の
新
た
な
参
加
が

非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い

地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
活
用
の
検
討
を
行
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
事
業
に
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
方
へ
の
事
業

の
紹
介
と
、
す
で
に
参
加
さ
れ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
提

供
を
兼
ね
て
、
資
源
管
理
の
活
動
と
出
荷
関
係
の
活
動
の
事
例
を
そ

れ
ぞ
れ
二
例
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１．

背
景

ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
漁
で
は
、
磯
焼
け
現
象
な
ど
の
影
響
か
ら
資
源
量

の
減
少
が
深
刻
で
漁
業
生
産
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
島
全
体
の
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
な
ど
の
資
源
状
況
を
把
握
し
、
限

ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

資
源
量
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

●

２．

活
動
内
容

島
全
域
に
広
が
る
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
漁
の
漁
場
へ
延
べ
一
二
〇
ヶ
所

の
定
点
を
設
定
し
、
漁
期
前
（
五
月
、
図
１
）
と
漁
期
後
（
八
月
、
図
２
）

に
定
点
平
方
メ
ー
ト
ル
枠
取
り
調
査
を
行
い
、
資
源
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。

●

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

資
源
量
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
ア
ワ
ビ
資
源
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
ア
ワ
ビ
漁
を
禁
漁
し
資
源
保
護
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
禁
漁
す
る
こ
と
で
一
時
的
に
漁
業
所
得
は
減
る
も

の
の
、
将
来
へ
の
水
揚
げ
増
加
が
期
待
で
き
る
た
め
、
今
後
も
継
続

し
て
資
源
量
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

相
乗
効
果
と
し
て
は
、
資
源
状
況
の
資
料
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
や
ウ
ニ
深
浅
移
殖
放
流
な
ど
の
増
殖
施
策

が
円
滑
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
資
源
保
護
・
回
復

に
よ
る
漁
業
生
産
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

●

４．

担
当
及
び
連
絡
先

北
海
道
奥
尻
町
産
業
建
設
課
水
産
係
　
電
話
０
１
３
９
７
・
２
・

特集 海と島の日本・Ⅶ

事
例
①
　
北
海
道
奥
尻
町
・
奥
尻
島
　

「
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
の
資
源
量
調
査
」
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図1 奥尻島の「アワビ・ウニ全島調査地点図（漁期前）」

図2 奥尻島の「アワビ・ウニ全島調査地点図（漁期後）」
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３
４
１
０

１．

背
景

魚
価
が
比
較
的
高
く
、
か
つ
定
着
性
の
高
い
水
産
資
源
は
、
過
剰

漁
獲
に
よ
り
魚
価
低
下
と
資
源
枯
渇
を
招
き
や
す
い
こ
と
か
ら
、
資

源
の
持
続
的
な
利
用
を
進
め
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
抱
卵
魚
な
ど

の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●

２．

活
動
の
内
容

抱
卵
魚
保
護
の
協
力
体
制
お
よ
び
保
護
用
資
材
の
整
備
を
進
め
、

特集 海と島の日本・Ⅶ

奥尻島、船上か
らの調査風景。

定点平方メート
ル枠取り調査の
様子。

ウニやアワビの
サイズを測る。

事
例
②
　
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
・
沼ぬ

島し
ま

「
抱
卵
魚
な
ど
の
保
護
」
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甲
殻
類
（
イ
セ
エ
ビ
と
ガ
ザ
ミ
）
と
メ
バ
ル
を
対
象
と
し
て
、
漁
業
集

落
で
抱
卵
魚
な
ど
を
買
い
取
り
、
保
護
・
放
流
す
る
。

甲
殻
類
は
「
ト
ル
ナ
（
獲
る
な
）
」
と
甲
殻
に
マ
ー
ク
を
付
し
て
、

定
着
性
の
高
い
イ
セ
エ
ビ
は
禁
漁
区
に
、
あ
る
程
度
遊
泳
す
る
ガ
ザ

ミ
は
生
息
適
地
に
放
流
す
る
。

メ
バ
ル
に
つ
い
て
は
、
買
い
上
げ
後
、
海
上
生
け
簀
で
一
時
保
護

し
て
仔
魚
を
放
流
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。

●

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

平
成
二
〇
年
に
は
、
刺
網
漁
業
者
延
べ
三
〇
名
か
ら
イ
セ
エ
ビ
を
、

小
型
底
び
き
網
漁
業
者
な
ど
延
べ
三
三
名
か
ら
ガ
ザ
ミ
を
買
い
取
り
、

抱
卵
イ
セ
エ
ビ
は
一
五
七
尾
（
約
四
四
キ
ロ
）
抱
卵
ガ
ザ
ミ
は
一
三
五

尾
を
放
流
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
開
始
直
後
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
効
果
把

握
で
き
な
い
が
、
漁
業
者
の
資
源
保
護
へ
の
意
識
向
上
に
も
寄
与
し

て
い
る
。

今
後
は
、
メ
バ
ル
の
抱
卵
魚
の
一
時
保
護
・
仔
魚
の
放
流
を
着
実

に
実
施
し
、
こ
の
取
り
組
み
が
規
模
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

●

４．

担
当
及
び
連
絡
先

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
産
業
振
興
部
水
産
振
興
課
　
電
話
０
７
９

９
・
３
７
・
３
０
１
３

１．

背
景

近
年
の
魚
価
低
迷
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
流
通

時
の
離
島
に
お
け
る
不
利
な
条
件
を
解
消
す
る
た
め
、
タ
コ
の
活
魚

出
荷
に
つ
い
て
新
た
に
タ
コ
ネ
ッ
ト
を
導
入
し
た
。

●

２．

活
動
の
内
容

平
郡
島
の
主
要
魚
で
あ
る
タ
コ
を
タ
コ
ネ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
タ
コ
の
共
食
い
や
表
皮
の
こ
す
れ
を
解
消
さ
せ
、
鮮
度
保

持
に
努
め
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
価
格
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

個
体
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
水
揚
高
の
向
上
を
目
指
す
。

ま
た
、
個
々
の
運
搬
の
効
率
化
を
図
り
、
鮮
度
保
持
に
か
か
る
離

島
の
条
件
を
本
土
と
同
様
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
こ
の
活
動
の

ね
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

●

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

平
成
一
八
年
に
キ
ロ
当
た
り
の
平
均
単
価
が
六
〇
五
円
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
本
取
り
組
み
を
行
っ
た
平
成
一
九
年
に
お
い
て
は
六
三

〇
円
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
水
揚
量
に
関
し
て
も
平
成
一
八
年
に
お

よ
そ
三
万
キ
ロ
で
あ
っ
た
も
の
に
対
し
、
平
成
一
九
年
は
お
よ
そ
三

万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
と
増
加
し
た
。
水
揚
量
に
関
し
て
は
、「
漁
場
生

事
例
③
　
山
口
県
柳や

な

井い

市し

・
平
郡
島

へ
い
ぐ
ん
と
う

「
タ
コ
の
活
魚
出
荷
に
タ
コ
ネ
ッ
ト
導
入
」
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産
力
向
上
の
取
組
」
に
お
け
る
「
タ
コ
産
卵
つ
ぼ
の
海
中
投
入
」
と

あ
い
ま
っ
て
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

今
後
は
タ
コ
に
限
ら
ず
、
魚
種
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
鮮
度
保
持
が
行
え
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

●

４．

担
当
及
び
連
絡
先

山
口
県
柳
井
市
農
林
水
産
課
　
電
話
０
８
２
０
・
２
２
・
２
１
１

１
（
内
線
３
５
４
）

１．

背
景

勝
本
漁
業
集
落
に
お
い
て
、
最
大
の
漁
獲
が
あ
る
ス
ル
メ
イ
カ
の

価
格
低
迷
に
対
し
、
価
格
の
向
上
、
採
算
性
の
確
保
を
図
る
出
荷
体

制
の
確
立
を
図
る
。

●

２．

活
動
の
内
容

釣
り
上
げ
た
ス
ル
メ
イ
カ
を
船
上
で
箱
詰
め
し
、
帰
港
後
出
荷
す

る
。
専
用
の
出
荷
箱
お
よ
び
サ
イ
ズ
の
統
一
と
イ
カ
と
氷
が
直
接
触

れ
て
起
こ
る
変
色
（
氷
焼
け
）
の
防
止
を
図
る
専
用
ト
レ
ー
を
使
用

し
箱
詰
め
さ
れ
、
出
荷
さ
れ
る
。
漁
獲
さ
れ
た
ス
ル
メ
イ
カ
の
鮮
度

保
持
品
質
向
上
に
も
役
立
ち
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
る
。

●

３．

活
動
の
経
過
と
こ

れ
か
ら
の
展
望

平
成
一
七
年
度
よ
り

取
り
組
み
を
開
始
し
、

平
成
一
七
年
度
一
九
六

箱
、
平
成
一
八
年
度
一

〇
一
三
箱
、
平
成
一
九

年
度
一
〇
七
七
箱
と
出

荷
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

現
在
は
試
験
出
荷
の
段

階
で
は
あ
る
が
、
出
荷

先
・
時
期
・
相
場
を
勘

案
す
れ
ば
十
分
採
算
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
格
的
な
出
荷
体
制
を

確
立
し
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
と
結
び
つ
け
、
漁
家
所
得

の
向
上
、
漁
家
経
営
の
安
定
を
図
る
。

●

４．

担
当
及
び
連
絡
先

長
崎
県
壱
岐
市
役
所
産
業
経
済
部
水
産
課
（
担
当：

大
久
保
）
電
話

０
９
２
０
・
４
４
・
６
１
１
１

■

特集 海と島の日本・Ⅶ

専用トレーによ
るスルメイカの
箱詰め出荷。

事
例
④
　
長
崎
県
壱
岐
市
・
壱
岐
島
　

「
ス
ル
メ
イ
カ
出
荷
体
制
の
確
立
」


